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出初式

最
低
気
温
が
氷
点
下
を
記
録

し
た
１
月
９
日
、
ふ
る
さ

と
歴
史
の
広
場
で
平
成
23
年
人
吉

市
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
た
。

　

時
折
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
な
か
行

わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
先
日
の
火

事
で
亡
く
な
ら
れ
た
被
災
者
の
冥

福
を
祈
り
黙
と
う
の
あ
と
、
永
年

勤
続
表
彰
や
感
謝
状
の
贈
呈
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
第
１
方
面
隊
か
ら
順

に
観か

ん
え
つ閲

と
分
列
行
進
を
披
露
。
各

部
と
も
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を

発
揮
し
機
敏
な
動
作
を
見
せ
る
。

特
に
、
規
律
の
部
で
優
勝
し
た
第

４
分
団
第
３
部
の
出
場
時
に
は
ひ

と
際
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

会
場
が
ぐ
っ
と
華
や
か
に
な
っ

た
の
が
、
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
よ
る
通
常
点
検
。「
１
、２
、

３
」
と
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
が
通
常
点
検
を
行
う

と
、
会
場
は
携
帯
電
話
や
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
保
護
者
の
姿

で
あ
ふ
れ
か
え
っ
た
。

　

出
初
式
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
は
放

水
競
技
・
玉
落
と
し
。
今
年
は
ホ
ー

ス
が
破
裂
す
る
な
ど
で
２
チ
ー
ム

が
失
格
す
る
な
ど
波
乱
含
み
の
展

開
に
。
結
局
、
序
盤
に
登
場
し
、

35
秒
81
の
タ
イ
ム
を
出
し
た
第
１

分
団
第
４
部
が
初
の
栄
冠
を
つ
か

ん
だ
。

　

総
合
優
勝
は
、
第
４
分
団
第
３

部
。
２
連
覇
を
達
成
し
た
。

平
成
平
成
2323
年
出
初
式
成
績

年
出
初
式
成
績

規
律
の
部

規
律
の
部

①
第
４
分
団
第
３
部

①
第
４
分
団
第
３
部

　
（
上
・
下
戸
越
、
鹿
目
）

　
（
上
・
下
戸
越
、
鹿
目
）

②
第
４
分
団
第
１
部

②
第
４
分
団
第
１
部

　
（
上
・
下
薩
摩
瀬
、
下
城
本
、

　
（
上
・
下
薩
摩
瀬
、
下
城
本
、

　

宝
来
、
相
良
）

　

宝
来
、
相
良
）

③
第
４
分
団
第
２
部

③
第
４
分
団
第
２
部

　
（
矢
黒
、
上
・
下
永
野
）

　
（
矢
黒
、
上
・
下
永
野
）

④
第
３
分
団
第
１
部

④
第
３
分
団
第
１
部

　
（
温
泉
、
上
・
中
・
下
林
）

　
（
温
泉
、
上
・
中
・
下
林
）

⑤
第
２
分
団
第
２
部

⑤
第
２
分
団
第
２
部

　
（
上
・
中
・
下
青
井
、
駒
井
田
）

　
（
上
・
中
・
下
青
井
、
駒
井
田
）

⑥
第
１
分
団
第
２
部

⑥
第
１
分
団
第
２
部

　
（
九
日
・
紺
屋
・
鍛
冶
屋
）

　
（
九
日
・
紺
屋
・
鍛
冶
屋
）

放
水
競
技
の
部

放
水
競
技
の
部

①
第
１
分
団
第
４
部

①
第
１
分
団
第
４
部

　
（
上
・
下
新
、
願
成
寺
）

　
（
上
・
下
新
、
願
成
寺
）

②
第
２
分
団
第
３
部

②
第
２
分
団
第
３
部

　
（
瓦
屋
・
城
本
・
合
ノ
原
・

　
（
瓦
屋
・
城
本
・
合
ノ
原
・

　

井
ノ
口
）

　

井
ノ
口
）

③
第
４
分
団
第
３
部

③
第
４
分
団
第
３
部

④
第
４
分
団
第
２
部

④
第
４
分
団
第
２
部

⑤
第
３
分
団
第
３
部

⑤
第
３
分
団
第
３
部

　
（
中
神
）

　
（
中
神
）

⑥
第
３
分
団
第
１
部

⑥
第
３
分
団
第
１
部

総
合
優
勝

総
合
優
勝

　

第
４
分
団
第
３
部

　

第
４
分
団
第
３
部

１．ポンプを操作する右手に
も力がこもる。２．間一髪で
ホース連結成功。玉は落ちた
か？３．号砲とともに一斉に
飛び出す団員たち。４．スター
ト前。５本のホースが並ぶ。
５．筒先が間に合わない。連
結失敗！６．願いは一つ。ね
らいを定めて水を放つ。７．
幼年消防クラブの通常点検。
寒さに負けず元気いっぱい。
８．紅一点・女性消防団によ
る観閲。９．観閲は日ごろの
訓練がものを言う。機敏に、
正確に。10．行進曲にのり、
一糸乱れぬ分列行進。「かし
ら、右」の号令も決まった。
11．「行くぞ～！」観閲の隊
形をつくるために飛び出す。

Ｖ２Ｖ２達成達成！！
第４分団第３部

優勝コメント　田中栄治部長
「総合部門の連覇が達成できてうれしい。来年
は放水競技も優勝して３連覇を目指したい」

平成22年度人吉市消防団平成22年度人吉市消防団
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九
日
町
・
五
日
町
通
り
に
は
、
各
店
舗
ご
と

に
趣
向
を
凝
ら
し
た
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
、
期

間
限
定
の
お
茶
処
な
ど
も
オ
ー

プ
ン
す
る
ほ
か
、
舞ま

い

こ妓
さ

ん
体
験
な
ど
い
ろ
ん
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。
普
段
と

は
違
っ
た
表
情
を
見
せ
る

華
や
か
な
通
り
が
楽
し
め

る
。

　

城
下
町
の
風
情
が
残
る
鍛
冶
屋
町
通
り
。「
み

そ
・
し
ょ
う
ゆ
蔵
」
や
「
鍛
冶
蔵
」、
立
山
商

店
な
ど
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、
代
々
受
け
継
が

れ
た
優
雅
な
ひ
な
人
形
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

石
畳
の
道
を
散
策
し
な
が
ら
古
き
よ
き
時
代
の

情
緒
が
楽
し
め
る
。

や
わ
ら
か
な
春
の
陽ひ

受
け
て　

優
し
く
微ほ

ほ

え笑
む　

お
ひ
な
さ
ま

　「観光客の皆さんに心を込めたおもてなしをし
よう！」と一昨年から開催している「じゅぐりっ
と博覧会」を、今年も３月から５月にかけて開催
することが決定しました。観光客の皆さんに喜ん
でいただけるさまざまなイベントを展開したいと
考えていますが、この春の博覧会を成功させるた
めには、多くの市民の皆さんのアイディアや力が
必要です。そこで、実行委員になっていただける
方を募集します。年齢・性別は問いません。実行
委員として「春のじゅぐりっと博覧会」にご協力
ください。※ボランティアでの活動になります。
問合せ　２０１１春のじゅぐりっと博覧会実行委
員会事務局（市観光振興課内）（☎２２‒２１１１
内線５１４１）

春 のじゅぐりっと博覧会

内　　容　◇ステージ催事（雨天時は中止）
　　　　　◇春の野

のだて

点　◇郷土料理
　　　　　◇地元特産品の展示販売など
交通手段　会場に駐車場はありません。当日は臨

時駐車場（大畑小学校・大畑コミセン）
から会場まで、無料シャトルバスを運
行しますのでご利用ください。

交通規制　当日の午前９時から午後４時まで、梅
まつり会場周辺（大畑麓町→ＪＲ大畑
駅）は一方通行になります。ご迷惑を
おかけしますが、ご理解とご協力をお
願いします。

問 合 せ  市観光振興課観光振興係
（☎２２‒２１１１内線５１４１、５１４２）

　

九
州
で
唯
一
の
「
土
び
な
と
全
国
の
郷
土
玩

具
展
」
を
開
催
。
秋
吉
元
は
じ
め

氏
が
半
世
紀
を
か

け
て
集
め
た
「
秋
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
心
温

ま
る
土
び
な
や
、
全
国
各
地
の
郷
土
玩
具
な
ど

約
二
千
点
を
展
示
。

　

そ
の
ほ
か
、
自
分

だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ひ

な

人
形
を
作
る
工

芸
体
験
も
楽
し

め
る
。

人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

石
野
公
園

ひ
と
よ
し
お
ひ
な
通
り

九
日
町
・
五
日
町

ひ
と
よ
し
お
ひ
な
通
り

鍛
冶
屋
町

【１月】

30日　

人吉球磨は、ひなまつりオープニング

セレモニー（多良木町）

【２月】

上旬

街角ギャラリー「未来のアーティストたち」

（九日・五日・鍛冶屋町）～３月下旬

５日

おひなウンスンカルタ無料講習会（鍛冶屋町）

※毎週土曜日～３月 19日

10 日

舞妓はん写真展（九日町）～３月 22日

20 日

福引大会（五日町）

27 日

福引大会（五日町）

【３月】

３日

女性限定！温泉無料開放（協賛温泉施設）

５・６日

うれし！たのし！ひなまつり（石野公園）

６日

歌と踊りと笑いの祭典（五日町）

12 日

球磨川新調パレード（九日町）

花
おいらん

魁道中（九日町）

人吉日舞協会・舞
ま い ま い

Ｍｙ姫っ子（九日町）

12・13 日

着物ぶらり歩き（九日町）

13 日

牛深ハイヤと踊ろう（五日町）

26 日

おひなウンスンカルタマスターズ大会

（鍛冶屋町）

31 日

人吉球磨は、ひなまつりエンディン

グ「流しびな」

（人吉発船場）

ひ
な
ま
つ
り 

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

２月27日
人吉梅園（大畑麓町）

第
37
回

実行委員大募集！

2011

問合せ　ひとよし・くま旬夏秋冬キャンペーン実行委員会事務局（市観光振興課）

　　　　（☎２２‒２１１１内線５１４１・５１４２）
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項目別使用量の推移

単
位

H16年度 H21年度

実績数値 実績数値 増減 増減率

電気 kwh 6,440,802 6,251,965 -188,837 -2.9%

ガス kg 1,755 2,363 608 34.6%

水 ㎥ 193,621 108,402 -85,219 -44.0%

燃料 ℓ 246,809 249,595 2,786 1.1%

　

市
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
市

役
所
や
市
の
出
先
機
関
（
小
中
学

校
や
水
道
局
な
ど
）
が
行
う
事
務

や
事
業
に
関
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
、平
成
16
年
度
比「
３
％

削
減
」
を
め
ざ
し
た
「
第
２
次
人

吉
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
を
策
定
し
、
地
球
温
暖
化
防

止
へ
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
平
成
21
年
度
の
取
り

組
み
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス　
　
　
　

　
　
　

削
減
目
標
を
達
成

　

平
成
21
年
度
に
市
役
所
や
市
の

出
先
機
関
が
排
出
し
た
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
は
３
，
０
７
３
ト

ン
で
、計
画
目
標
の
３
％
削
減（
目

標
値
３
，
０
８
８
ト
ン
）
を
達　

成
し
ま
し
た
。

項
目
別
使
用
量
の
推
移

　

計
画
で
は「
電
気
」「
ガ
ス
」「
水

道
」「
燃
料
」
の
使
用
量
を
、
平

成
16
年
度
比
で
３
％
削
減
す
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
平
成

21
年
度
の
状
況
は「
ガ
ス
」「
燃
料
」

の
使
用
量
が
増
加
し
ま
し
た
が
、

市
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
の

76
％
を
占
め
る
「
電
気
」
の
使
用

量
減
少
と
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

係
数
の
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

で
目
標
が
達
成
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
電
気
使
用
量
は

約
６
２
５
万
２
，
０
０
０
ｋ
ｗ
ｈ

で
、
平
成
16
年
度
と
比
較
し
て
約

2.9
％
の
削
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

削
減
の
お
も
な
理
由
は
、
水
道
局

事
業
で
あ
る
電
気
を
動
力
と
し
た

ポ
ン
プ
で
の
水
の
汲
み
上
げ
が
少

な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

市
の
削
減
努
力

　

市
の
事
業
に
は
給
水
ポ
ン
プ
稼

動
や
公
共
施
設
管
理
に
使
用
す
る

電
気
、
公
衆
ト
イ
レ
や
公
園
の
水

道
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
多
く
、
削
減
が
難
し

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
除
い
た
平
成
21
年
度
の
温
室
効

果
ガ
ス
総
排
出
量
は
９
１
５
・
２

ト
ン
で
、
集
計
を
始
め
た
平
成
17

年
度
と
比
較
す
る
と
68
・
９
ト
ン

（
７
％
）
削
減
で
き
ま
し
た
。
平

成
20
年
度
と
比
較
す
る
と
約
12
・

８
ト
ン
（
1.4
％
）
増
加
し
ま
し
た

が
、
こ
の
理
由
は
12
月
か
ら
３
月

ま
で
行
っ
た
緊
急
雇
用
対
策
事
業

に
よ
る
一
時
的
な
職
員
数
と
業
務

の
増
加
、
ま
た
学
校
で
の
暖
房
用

燃
料
の
使
用
量
増
加
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
適
切
な

温
度
管
理
に
よ
る
ク
ー
ル
ビ
ズ
、

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
や
節
水
な
ど
、
省

エ
ネ
・
省
資
源
を
推
進
す
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対

策
係
（
☎
㉒
２
１
１
１
内
線

２
７
１
１
、２
７
１
２
）

第
２
次
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

平
成
21
年
度
の
取
り
組
み
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

できることから
　今日、地球温暖化問題への関
心は非常に高まっており、その
対応は市役所や市の出先機関だ
けでなく、市全体で取り組んでい
く必要があります。次に掲載して
いる「６つのアクション」のような、
すぐにできる取り組みを再確認し
て実践しましょう。

⑥ムダなアイドリングをストップ

⑤コンセントはこまめに抜こう

④過剰包装を断ろう

③じゃ口はこまめに閉めよう

②エコ商品を選んで買おう

①暖房は20℃、冷房は28℃

国民健康保険の手続きをお忘れなく！

●対象世帯

問合せ　＞＞＞市保険年金課国保年金係（☎２２‒２１１１内線１２２２）

区分 届け出が必要になる理由 届け出に必要なもの
国
保
に
加
入
す
る

職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書、印鑑
職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 被扶養者ではなくなった証明書、印鑑
他市町村から転入してきたとき 転出証明書、印鑑
出産したとき 母子健康手帳、印鑑
外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書

国
保
を
や
め
る

職場の健康保険に加入したとき 国保と職場の健康保険の両方の保険証、印鑑
職場の健康保険の被扶養者になったとき 国保と職場の健康保険の両方の保険証、印鑑
他市町村に転出するとき 保険証、印鑑
被保険者が死亡したとき 保険証、印鑑、喪主の金融機関口座
外国籍の人がやめるとき 外国人登録証明書、保険証

○修学のため市外に転出される場合は、学生証もしくは在学証明書が必要です。入学前の方は合格通知書を持参してください。

　これから就職や退職などの季節を迎えますが、そんな時に国民健康保険（国保）の手続きが必要になる場合があり
ます。対象になる方は必ず手続きをお願いします。

加入の届け出が遅れると ・保険証がないため、その間の医療費は全額自己負担になります。
・加入資格を得た時点まで、さかのぼって保険税を納める必要があります。

脱退の届け出が遅れると

・国保の資格がないのに国保の保険証を使って診療を受けた場合、国保が負担した
医療費を全額返納していただくことになります。

・国民健康保険税が課税されたままになり、ほかの健康保険の保険料と二重に負担
することになります。

国民健康保険の一部負担金減免制度
　災害などの特別な理由で生活が一時的に苦しくなり、医療費の支払いが困難になった世帯が申請をすることで、入
院費の自己負担額の減免や徴収猶予を受けられる制度です。

　次のいずれかに該当したことで一時的に生活が困窮し、入院費の一部負担金の支払いが困難であると市長が認めた
世帯。
①震災、風水害、火災その他これらに類する災害で、住宅その他の財産に著しい損害を受けたとき。
②干ばつ、冷害、凍霜害などによる農作物の不作、不漁その他これに類する理由で収入が著しく減少したとき。
③事業または業務の休廃止、失業などで収入が著しく減少したとき。
④上記①～③に類する事由があったとき

●減免の基準

種　　別 基　　　準
免　　除 実収入額※１が基準生活費※２の１１５％未満かつ預貯金額が基準生活費の３か月未満
減　　額 実収入額が基準生活費の１１５％以上１３０％未満かつ預貯金額が基準生活費の３か月未満
徴収猶予 実収入額が基準生活費の１３０％を超え、かつ基準生活費と一部負担金見込額の合計額未満の場合

※１実収入額＝生活保護法の規定による保護の要否判定に用いられる収入認定額。
※２基準生活費＝生活保護法による保護の基準に規定する基準生活費。
　制度についての詳細や申請に必要な書類などについては、お問い合わせください。
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新
戸
越
橋

３km・５km

２km
10km
ハーフ

先頭10：48

最終10：53

先頭10：09

最終10：20

3km 折り返し
先頭10：17

最終10：29

先頭10：50

最終11：14先頭10：18

最終10：44

(約5.3km)

(約12.2km)

２.20　  会場：ふるさと歴史の広場

通過場所・距離
通過予定時刻（先頭）
通過予定時刻（最終）

コース（距離別）
上戸越バス停先
先頭10：50
最終11：14

開会式：２.19　  　会場：人吉一中体育館（午後４時～）

スタート時刻 折り返し地点 先頭ゴー ル予定時刻 参加者区分 エントリー数

ハーフコースハーフコース 午前10 時 00 分 上戸越町～中神町大柿 午前11時 08 分 一般男女 1,317人

３Kmコース３Kmコース 午前10 時 05分 下青井町
（青井阿蘇神社はす池手前） 午前10 時 15 分

小学生男子、中学生女子、
高校生女子、一般男女

627人

５Kmコース５Kmコース 午前10 時 10 分 相良町
（国民宿舎くまがわ荘前） 午前10 時 26分 中学生男子、一般男女 570人

1010KmコースKmコース 午前10 時 35分 上戸越町
（上戸越バス停先） 午前11時 07分 高校生男子、一般男女 763人

２Kmコース２Kmコース 午前10 時 45分 上青井町
（人吉郵便局前） 午前10 時 52 分 親子、小学生女子 699人

（１月 21 日現在）

大会当日の交通規制にご協力ください
　マラソン当日は、コース周辺の交通規制を行います。市民の皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご
協力をお願いします。なお、水の手橋と繊月大橋は常時通行できます。（水の手橋左岸から旧安永商店間は
午前10 時～11時片側通行）

問合せ　ひとよし春風マラソン実行委員会事務局（市社会教育課内）☎22-2111内線5241・5242

8th

“いで湯と球磨焼酎・笑顔の里”

※当日は、ハーフの部に出場する選手の名前入り小旗を沿道でお配りします。

　ぜひ選手の名前を呼んで応援してください！

エントリー数

３,９７６人

土

日

ワコール 女子陸上競技部
樋
ひぐ ち

口 紀
のり こ

子 選手稲
いなどみ

富 友
とも か

香 選手

手
待招

選

コース別スタート時刻表
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中
原
小
学
校
は
、
明
治
８
年
に

創
設
さ
れ
た
中
神
小
学
校
、
林
小

学
校
、
原
田
小
学
校
が
、
明
治
31

年
に
合
併
し
て
誕
生
し
た
歴
史

と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
、
創
立

１
３
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
各
学
年
２
ク
ラ
ス
、
す

み
れ
学
級
２
ク
ラ
ス
の
全
14
ク
ラ

ス
で
、
全
校
児
童
は
３
８
９
人
で

す
。

　

友
愛
・
誠
実
・
健
康
の
校
訓
の

も
と
、
教
師
集
団
の
モ
ッ
ト
ー
で

あ
る
「
笑
顔
・
思
い
や
り
・
根
気
・

誠
実
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
生
き

生
き
と
し
て
輝
く
中
原
小
学
校
に

す
る
た
め
、
日
々
の
教
育
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人吉市立中原小学校教育目標
自他を尊重し、生きて働く力を身につけた児童の育成

地域のシンボルであり、懐かしく、楽しい思い出が残る学校。
シリーズで市内の小中学校を紹介します。

第８回

中原小学校

合
格
率
約
１
パ
ー
セ
ン
ト
。
日
本
一
難
し

い
資
格
試
験
と
も
言
わ
れ
る
剣
道
八

段
審
査
に
３
度
目
の
挑
戦
で
合
格
し
た
。
今

回
の
審
査
に
は
１
，
６
８
８
人
が
挑
戦
し
、

合
格
者
は
14
人
。
合
格
率
は
実
に
０
・
83
パ

ー
セ
ン
ト
。

　

尊
敬
す
る
恩
師
、
範
士
八
段
の
八
木
夫
兵

衛
先
生
と
松
尾
公
喜
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た

後
、
八
段
位
が
不
在
だ
っ
た
人
吉
球
磨
で
、

現
在
、
唯
一
の
八
段
剣
士
に
な
っ
た
。「
後
に

続
く
者
の
責
任
と
恩
返
し
の
た
め
の
受
審
で

も
あ
り
ま
し
た
」。

　
「
剣
道
は
気
持
ち
」
と
語
る
田
代
さ
ん
。

前
２
回
の
受
審
で
の
反
省
か
ら
「
動
じ
な
い

心
」
な
ど
を
意
識
し
て
週
に
３
回
の
厳
し
い

稽け
い
こ古
を
続
け
た
。
肩
や
腰
を
痛
め
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
は
万
全
で
は
な
か
っ
た
が
、「
か
え
っ
て
そ

れ
が
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
気
持
ち
で

補
え
た
」
と
振
り
返
る
。

　

審
査
会
当
日
は
自
身
の
52
回
目
の
誕
生
日

で
も
あ
っ
た
。「
気
位
で
負
け
ぬ
こ
と
、
中
心

を
攻
め
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
無
意
識
に
身

体
が
動
き
、
稽
古
ど
お
り
の
技
が
出
せ
た
」

こ
と
が
合
格
に
つ
な
が
っ
た
。「
稽
古
を
つ
け

て
い
た
だ
い
た
先
生
方
と
陰
で
支
え
て
く
れ
た

家
族
、
パ
ワ
ー
を
く
れ
た
生
徒
た
ち
の
お
か

げ
」
と
感
謝
の
心
も
忘
れ
な
い
。

　

田
代
さ
ん
は
あ
さ
ぎ
り
町
立
深
田
中
学
校

の
校
長
先
生
で
も
あ
る
。「
子
ど
も
た
ち
の
夢

や
目
標
が
実
現
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
。
夢
や
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
や
っ
て
い
か
な

い
と
ダ
メ
。
素
直
さ
と
謙
虚
な
心
を
大
事
に

し
て
ほ
し
い
」。
今
回
の
経
験
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
に
「
夢
の
大
切
さ
」
を
伝
え
て
い
く
。

剣道最高段位に合格

　　　　人吉球磨唯一の八段剣士

　田代　修 さん （西間上町）
　 ひ と よ し の 人　
＝ひとよしで頑張っている人を紹介します！＝

たしろ　おさむ
昭和 33 年 11 月 27 日生。Ａ型。
好きな言葉は、剣道で学んだ「気品・
気概・気骨」。田代さんの趣味は音
楽鑑賞と温泉。温泉には週に１回
程度通っているそうで、「汗を流し
て疲れとストレスを解消していま
す。その後のビールも楽しみの一
つです」と目尻を下げる。

学力充実支援 町探検引率（消防署）

アイガモ田のたんぼアート

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

　

人
吉
二
中
校
区
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
で
、
多
く
の
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
に
、
児
童
の
安
全

確
保
や
学
力
向
上
、
体
験
活
動
補

助
な
ど
教
育
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の
学

習
が
楽
し
み
で
、
活
動
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

情
報
教
育
へ
の
取
り
組
み

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
で
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
平
成
18
年
に
全
日
本
小

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
大
賞
を
受
賞

し
た
ほ
か
、
今
年
度
ま
で
５
年
連

続
し
て
県
代
表
に
選
ば
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
11
月
に
は
総
務
省
ユ

ビ
キ
タ
ス
タ
ウ
ン
事
業
の
公
開
授

業
も
行
い
ま
し
た
。

ア
イ
ガ
モ
米
づ
く
り
10
周
年

　

市
の
農
業
委
員
や
地
域
の
方
の

ご
指
導
で
、
昨
年
も
立
派
な
ア
イ

ガ
モ
米
が
実
り
ま
し
た
。
10
周
年

を
記
念
し
て
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
も

挑
戦
、
見
事
な
芸
術
作
品
が
で
き

ま
し
た
。

ユビキタスタウン公開授業
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３
月
の
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
を
控

え
、
人
吉
球
磨
地
域
の
観
光
関
係
者

約
50
人
が
参
加
し
た
「
人
吉
観
光
セ
ミ

ナ
ー
」
が
１
月
20
日
、
人
吉
商
工
会
議

所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
吉
温
泉
観
光
協
会
と
肥
後
銀
行
の

共
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
主

催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
肥
後
銀
行
観
光

事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
水
嶋
修
三
氏
（
Ｊ

Ｔ
Ｂ
九
州
前
社
長
）
を
は
じ
め
と
し
た

３
人
の
観
光
の
プ
ロ
が
講
演
。
観
光
資

源
の
磨
き
上
げ
や
情
報
発
信
の
重
要

性
、
ほ
か
の
観
光
地
に
は
な
い
独
自
性

の
追
求
や
、
お
も
て
な
し
向
上
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

さらなる発展と地域貢献を
人吉市シルバー人材センター新年のつどい

　

人
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会

員
の
新
年
の
つ
ど
い
が
１
月
16
日
、
鍋

屋
本
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
研
修
会
で
は
、
林
健
善
理

事
長
（
人
吉
市
副
市
長
）
が
「
今
年
は

セ
ン
タ
ー
設
立
20
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
。
今
後
さ
ら
に
発
展
し
地
域
に
必
要

と
さ
れ
る
団
体
に
な
っ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
青
井
阿
蘇
神

社
の
福
川
義
文
宮
司
を
講
師
に
「
国
宝

青
井
阿
蘇
神
社
の
魅
力
」
と
題
し
た
講

演
が
あ
り
、
参
加
者
は
青
井
阿
蘇
神
社

の
歴
史
や
国
宝
建
造
物
の
特
徴
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
午
後
か
ら
は
交
流

会
も
行
わ
れ
、
会
員
は
親
交
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

九州新幹線全線開業に向けて
人吉観光セミナー

　

１
月
20
日
、
錦
町
で
花
店
を
経
営
さ

れ
て
い
る
吉
村
恭き

ょ
う
じ治
さ
ん
が
、
人
吉
市

に
パ
ン
ジ
ー
の
花
約
３
，
０
０
０
株
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
吉
村
さ
ん
は
こ
れ

ま
で
も
毎
年
、
老
人
ホ
ー
ム
や
保
育
園

な
ど
に
い
ろ
い
ろ
な
花
を
寄
贈
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

吉
村
さ
ん
は
「
人
吉
市
が
官
民
一
体

と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

を
見
て
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

と
思
い
立
ち
寄
贈
し
た
。
人
吉
球
磨
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
役
立
て
て
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
パ
ン
ジ
ー
は
、
２

月
20
日
に
開
催
さ
れ
る
春
風
マ
ラ
ソ
ン

の
会
場
な
ど
を
彩
っ
た
あ
と
、
市
内
の

小
中
学
校
に
贈
ら
れ
る
予
定
で
す
。

そのとき私は中学３年生でした
動員学徒追想画・西峯多木次展

寒さに負けない元気な子
善隣保育園裸マラソン大会

　

１
月
13
日
か
ら
18
日
ま
で
の
６
日

間
、
九
日
町
の
イ
ス
ミ
商
店
地
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
市
内
在
住
の
画
家
・
西
峯
多

木
次
さ
ん
に
よ
る
原
画
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

原
画
展
で
は
、
戦
争
末
期
の
西
峯
さ

ん
が
中
学
３
年
生
当
時
、
長
崎
県
大
村

市
と
福
岡
市
へ
動
員
さ
れ
、
仲
間
を

失
っ
た
辛
さ
、
ひ
も
じ
さ
な
ど
の
経
験

を
思
い
出
し
な
が
ら
描
い
た
と
い
う
追

想
画
69
点
を
展
示
。
会
場
に
は
初
日
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

西
峯
さ
ん
は
「
若
い
人
に
こ
う
い
う

時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

二
度
と
こ
の
よ
う
な
戦
争
を
繰
り
返
し

て
は
い
け
な
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

市民みんなでまちづくり！　人吉市まちづくりフォーラム
　

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
の
人
吉
市
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
１
月
23
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
男
女
共
同
参
画
講
演
会
で

は
、
国
内
最
大
の
外
国
人
タ
レ
ン
ト
事

務
所
社
長
で
、
現
役
の
東
京
大
学
大
学

院
生
で
も
あ
る
稲
川
素
子
さ
ん
が
「
精

一
杯
は
万
策
に
勝
る
」
と
題
し
て
講
演
。

稲
川
さ
ん
は
自
身
の
経
験
を
も
と
に
、

日
本
文
化
の
良
さ
と
異
文
化
を
許
容
し

て
外
国
人
と
共
生
す
る
必
要
性
な
ど
を

説
明
さ
れ
た
あ
と
「
77
歳
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
努
力
は
今
年
へ
の
準
備
。
こ

れ
か
ら
は
頑
張
る
人
の
時
代
」
と
努
力

の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

色とりどりの花でイメージアップ
3,000株のパンジーを寄贈

　

１
月
30
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な
ま
つ
り
」。
そ
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
合
わ
せ
て
鍛
冶
屋
町
通
り
を
風
車
で
彩
ろ
う
と
、
１
月
22
日
、
鍛
冶
屋
町

会
館
で
赤
、
青
、
オ
レ
ン
ジ
な
ど
色
鮮
や
か
な
風
車
を
作
製
し
ま
し
た
。
鍛
冶
屋

町
で
は
３
年
前
ほ
ど
前
か
ら
「
風
の
通
る
ま
ち
」
を
表
現
す
る
た
め
に
通
り
に
風

車
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
人
吉
市
母
子
寡か

ふ婦
福
祉
連
合
会
が
風
車
３
０
０
本
分
の
材
料
を
提

鍛冶屋通りをクルクル彩る
鍛冶屋町子ども会らが風車づくり

　

１
月
15
日
に
瓦
屋
町
の
善
隣
保
育
園

で
第
32
回
裸
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、

園
児
た
ち
が
冷
た
い
風
の
吹
く
山
田
川

沿
い
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
雪
こ
そ
降
ら
な
か
っ
た

も
の
の
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
い
て
も

身
震
い
す
る
ほ
ど
の
寒
さ
の
中
、
開
会

式
後
に
乾
布
摩
擦
で
気
合
い
を
い
れ
た

子
ど
も
た
ち
は
上
半
身
裸
で
マ
ラ
ソ
ン

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
ク
ラ
ス
別
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
の
寒
さ
に
泣
き
べ
そ
を
か
き

な
が
ら
走
る
子
も
い
ま
し
た
が
、
沿
道

の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
声
援
を
受

け
て
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
ま
し
た
。

供
し
、
鍛
冶
屋
町

の
子
ど
も
会
、
老

人
会
な
ど
15
人
で

作
製
。
初
め
て
風

車
を
作
っ
た
と
い

う
女
の
子
は
「
で

き
た
風
車
が
ク
ル

ク
ル
回
っ
て
楽
し

い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
第
３
回
ま
ち
づ
く

り
親
善
大
使
と
市
民
と
の
交
流
会
議
で

は
「
未
来
の
人
吉
の
た
め
に
、
今
で
き

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
４
人
の
ま
ち

づ
く
り
親
善
大
使
（
相
良
知
重
、
大
瀬

克
博
、
原
聰さ
と
し、
竹
内
克
之
氏
）
と
田
中

市
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
開
催
。
親
善
大
使
か
ら
は
「
観
光
資

源
を
生
か
し
て
、
宿
泊
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
課
題
」「
観
光
保
養
地
を
目
指
し

て
ほ
し
い
」「
リ
ピ
ー
タ
ー
を
呼
ぶ
た
め

に
は
、
ま
ち
の
魅
力
や
お
も
て
な
し
の

心
が
必
要
」「
官
民
一
体
と
な
っ
て
考
え

て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
」「
ほ
か
の
観

光
地
と
の
差
別
化
が
必
要
」
な
ど
多
様

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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↓点線に沿って切り取ってください

８ ６ ８ ８ ６ ０ １

人吉市役所秘書課
　　広報広聴係　行

◉ご住所

お手数ですが
50 円切手を
お貼りください

電話（　　　　）　　　　－

◉ご氏名

フリガナ

年齢：　　　歳　　性別：　男 ・ 女

◉ ペンネーム・イニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます

P O S T 　 C A R D

　このポストカードは、
みなさんからのおたより
（P.23）のコーナーへのおた
より（広報ひとよしへの感
想や人吉への思い、身近な
出来事など）にお使い下さ
い。官製はがきや封書、メー
ルでのおたよりも大歓迎で
す。お待ちしています。
メール
info@city.hitoyoshi.lg.jp

　

２
月
11
日
（
金
）
の
祝
日
は
、

ご
み
収
集
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
は

休
場
の
た
め
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係
、
人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

　
　
（
☎
㉒
１
４
１
４
）

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

お
知
ら
せ

２
月
の
祝
日
の

ご
み
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん

市役所（代表） ☎22－２１１１

カルチャーパレス ☎24－３３１１ スポーツパレス ☎22－１６８８ 水 道 局 ☎22－５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎24－８４２０ 石 野 公 園 ☎22－６７００ 人吉城歴史館 ☎22－２３２４

子
ど
も
手
当
２
月
期
の
振
込
は

２
月
７
日
㈪

　

平
成
22
年
度
２
月
期
（
平
成
22

年
10
月
〜
平
成
23
年
１
月
分
）
の

子
ど
も
手
当
は
、２
月
７
日
（
月
）

に
指
定
の
金
融
機
関
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
現
況
届
を
提
出
し
て
い

な
い
方
や
、
保
険
証
な
ど
の
添
付

書
類
が
不
足
し
て
い
る
方
は
支
払

い
が
で
き
ま
せ
ん
。
至
急
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

「
く
ま
川
鉄
道
拠
出
金
」
の

活
用
に
ご
同
意
を

　

市
で
は
地
域
の
公
共
交
通
機
関

で
あ
る
「
く
ま
川
鉄
道
」
存
続
の

た
め
、
昭
和
63
年
度
か
ら
平
成
３

年
度
に
か
け
て
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
拠
出
金
の
活
用
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
拠
出
金
の
活
用
は
拠
出
者

の
皆
さ
ん
の
同
意
を
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
、
同
意
を
お
願
い
す

る
文
書
を
現
在
お
送
り
し
て
い
ま

す
。

　

拠
出
金
の
活
用
に
同
意
い
た
だ

け
る
方
は
文
書
の
内
容
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
同
意
書
に
必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
後
、
保
管
さ
れ
て
い

る
拠
出
証
を
同
封
し
て
３
月
31
日

ま
で
に
返
信
用
封
筒
に
書
類
を
入

れ
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
同
意
い

た
だ
け
る
方
で
拠
出
証
を
紛
失
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
紛
失
届
の
送

付
も
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
同
意
が
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
く
ま
川
鉄
道
廃
業
時
に
返

金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
同
意
を
お
願
い
す
る
文
書
は
、

昨
年
の
広
報
ひ
と
よ
し
７
月
１
日

号
で
８
月
中
に
お
送
り
す
る
と
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
拠
出

者
の
方
の
住
所
や
生
存
確
認
に
時

間
が
か
か
り
発
送
が
遅
れ
ま
し

た
。
深
く
お
詫
び
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
企
画
課
交
流
推
進
係

（No.931/2011.02）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
会
の

お
知
ら
せ

　

市
税
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え

た
動
産
を
公
売
し
ま
す
。
Ｙ
ａ
ｈ

ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
入
札
を
行
い
ま
す
。

参
加
申
込

２
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
〜

28
日
（
月
）
午
後
11
時

入
札
期
間
（
せ
り
売
り
方
式
）

３
月
４
日
（
金
）
午
後
１
時
〜

６
日
（
日
）
午
後
11
時

※
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、

公
売
物
件
ご
と
の
参
加
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
サ
イ
ト

上
に
あ
る
ヘ
ル
プ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
左
記
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。
公
売
の
売
却
代
金
は
滞
納
市

税
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
滞
納
税
が

公
売
前
に
完
納
さ
れ
た
場
合
は
、

該
当
物
件
の
公
売
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
納
税
課
納
税
係

　

蔵
書
点
検
作
業
の
た
め
、
市
図

書
館
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。ま
た
、

そ
れ
に
と
も
な
い
返
却
・
閲
覧
だ

け
で
貸
し
出
し
が
で
き
な
い
期
間

が
発
生
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

臨
時
休
館
期
間　

３
月
15
日
（
火
）
〜
21
日
（
月
）

図
書
館
臨
時
休
館
日
等
の

お
知
ら
せ

返
却
・
閲
覧
だ
け
で
き
る
期
間

３
月
１
日
（
火
）
〜
13
日
（
日
）

返
却
の
み
で
き
る
期
間

３
月
14
日
（
月
）
〜
21
日
（
月
）

（
返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置
）

問
合
せ　

市
図
書
館

　
　
　
　
（
☎
㉔
３
５
１
８
）

　

韓
国
で
口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
が
再
発
し
感
染

拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
国
内
へ
侵
入
す
る
危
険
性
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
畜
産
農
家

の
方
は
消
毒
や
石
灰
散
布
な
ど
の

防
疫
対
策
に
万
全
を
期
し
て
く
だ

さ
い
。
一
斉
消
毒
日
は
毎
月
第
一

日
曜
日
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
畜
産
関
係
の
仕
事
に
従

事
し
て
い
る
方
が
、
韓
国
な
ど
家

畜
伝
染
病
が
発
生
し
て
い
る
国
を

訪
問
さ
れ
る
と
き
は
、
家
畜
を
飼

育
し
て
い
る
農
場
な
ど
へ
の
立
ち

入
り
は
避
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
農
業
振
興
課
農
畜
産

係
、球
磨
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・

振
興
課
（
☎
㉔
４
１
２
９
）、
熊

本
県
城
南
家
畜
保
健
衛
生
所
（
☎

㉒
３
８
１
４
）

家
畜
伝
染
病
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

こ
れ
ま
で
「
燃
え
な
い
ご
み
」

と
し
て
ご
み
収
集
に
出
す
こ
と
が

で
き
た
「
電
気
毛
布
（
カ
ー
ペ
ッ

ト
）」の
出
し
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

①
電
気
コ
ー
ド
と
操
作
パ
ネ
ル

ハ
サ
ミ
な
ど
で
本
体
か
ら
切
断

し
て
「
燃
え
な
い
ご
み
」
袋
に

入
れ
て
出
す
。

②
残
り
の
本
体
（
毛
布
部
分
）

「
燃
え
る
ご
み
」
袋
に
入
れ
て

出
す
。

※
②
の
う
ち
折
り
た
た
み
や
切
断

が
で
き
な
い
な
ど
で
指
定
ご
み
袋

に
入
り
き
ら
な
い
も
の
は
、
粗
大

ご
み
に
な
る
た
め
収
集
が
で
き
ま

せ
ん
。
人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ

ザ
に
直
接
搬
入
し
て
い
た
だ
く

か
、
許
可
業
者
に
処
分
を
委
託
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係
、
人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

　
　
（
☎
㉒
１
４
１
４
）

電
気
毛
布
（
カ
ー
ペ
ッ
ト
）

の
ご
み
出
し
方
法
が
変
更
に

　

く
ま
も
と
電
子
申
請
窓
口
「
よ

ろ
ず
申
請
本
舗
」
は
、
新
シ
ス
テ

ム
へ
の
移
行
の
た
め
現
在
の
シ
ス
テ

ム
で
の
電
子
申
請
受
付
を
２
月
28

日
（
月
）
午
後
11
時
59
分
で
終
了

し
ま
す
。（
申
請
状
況
の
照
会
は
３

月
31
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で
で

電
子
申
請
受
付
を

一
時
休
止
し
ま
す

き
ま
す
）
４
月
25
日
（
月
）
か
ら

の
新
シ
ス
テ
ム
稼
動
開
始
ま
で
電

子
申
請
受
付
を
一
時
休
止
す
る
こ

と
に
な
り
、
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
電
子
申
請
の
受

付
休
止
期
間
中
も
紙
媒
体
に
よ
る

申
請
は
可
能
で
す
。
詳
し
く
は「
よ

ろ
ず
申
請
本
舗
」（http://w

w
w
.

shinseihonpo.kum
am
oto-

idc.pref.kum
am
oto.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
財
政
課
情
報
シ
ス
テ

ム
係

　

今
年
の
７
月
24
日
で
今
ま
で
の

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
終
了
し

ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視

聴
す
る
た
め
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
に
換
え
る
か

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
チ
ュ
ー

ナ
ー
な
ど
を
つ
な
ぐ
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

国
で
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受

信
の
た
め
、
次
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

支
援
内
容

①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除

世
帯
へ
の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー

一
台
の
無
償
給
付
な
ど

②
市
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
簡
易

な
チ
ュ
ー
ナ
ー
一
台
の
無
償
給

付
な
ど

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
を

支
援
し
ま
す

申
込
期
限　

７
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　

消
印
有
効

※
４
月
１
日
以
降
の
支
援
は
国
の

予
算
成
立
が
前
提
で
す
。

申
込
方
法　

申
し
込
み
先
に
連
絡

し
申
込
書
の
送
付
を
受
け
た
あ

と
、
必
要
事
項
を
記
入
し
送
付
。

申
込
・
問
合
せ　

総
務
省
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

①
に
該
当
す
る
方

（
☎
０
５
７
０‒

０
３
３
８
４
０
）

②
に
該
当
す
る
方

（
☎
０
５
７
０‒

０
２
３
７
２
４
）

熊
本
県
地
域
別
最
低
賃
金

【
６
４
３
円
】

熊
本
県
産
業
別
最
低
賃
金

①
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
製
造
業
＝
６
９
９
円

②
自
動
車
・
同
付
属
品
製
造
業
、

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
船
用
機
関

製
造
業
＝
７
４
９
円　

③
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
＝

６
９
６
円

問
合
せ　

人
吉
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
（
☎
㉒
５
１
５
１
）

熊
本
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
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↓点線に沿って切り取ってください

消
費
生
活
問
題
を
は
じ
め
、
借
金
問

題
、
家
庭
問
題
な
ど
く
ら
し
の
な
ん

で
も
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
市
民
課
く
ら
し
安
心

相
談
係

人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

２
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈫
広
報
配
布
、
人
吉
植
木
市
（
石
野

公
園
、
〜
17
日
）

２
㈬

３
㈭

4
㈮

５
㈯
相
良
藩
寺
子
屋
陶
芸
体
験
（
東
西
コ

ミ
セ
ン
）、
社
会
福
祉
の
つ
ど
い
（
CP
）

６
㈰

７
㈪

８
㈫

９
㈬

10
㈭

11
㈮
建
国
記
念
の
日

12
㈯

13
㈰

14
㈪

15
㈫
広
報
配
布

16
㈬

17
㈭

18
㈮

19
㈯

20
㈰
第
８
回
ひ
と
よ
し
春
風
マ
ラ
ソ
ン

21
㈪

22
㈫

23
㈬
人
吉
市
地
域
福
祉
推
進
大
会
（
CP
）

24
㈭

25
㈮
ひ
と
よ
し
有
機
農
業
講
座
（
CP
）

26
㈯
図
書
館
ま
つ
り
（
〜
27
日
）

27
㈰
第
37
回
人
吉
梅
ま
つ
り（
人
吉
梅
園
）

28
㈪

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

期
日　

３
月
６
日
（
日
）

　
　
　

※
小
雨
決
行

時
間　

受
付
＝
午
前
９
時
20
分
〜

　
　
　

開
会
＝
午
前
９
時
40
分
〜

集
合
場
所　

大
畑
コ
ミ
セ
ン

対
象
者　

健
康
な
方
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

コ
ー
ス

う
さ
ぎ
さ
ん
＝
約
５
ｋ
ｍ

か
め
さ
ん
＝
約
２
ｋ
ｍ

申
込
締
切　

２
月
18
日
（
金
）

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話

　

現
在
、
市
で
は
農
業
で
食
べ
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

安
心
・
安
全
な
農
産
物
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
本
物
の
安
全
な
食
べ
物
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日　

２
月
25
日
（
金
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
小

ホ
ー
ル

内
容　

講
演
＝
「
未
来
へ
譲
り
渡

す
安
全
な
食
と
環
境
」

講
師
＝
近
藤 

謙
次
氏
（（
有
）
ケ

イ
エ
ヌ
デ
ィ
ー
代
表
取
締
役
）

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

人
吉
市
有
機
農
業
推
進

協
議
会
事
務
局（
市
農
業
振
興
課
内
）

催 

し 

物

大
畑
校
区

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

募　
　

集

学
校
体
育
館
等

定
期
使
用
団
体
登
録

対
象
団
体　

市
内
に
在
住
、
在

勤
・
在
学
す
る
10
人
以
上
で
構
成

さ
れ
、
監
督
者
と
し
て
の
成
人
が

含
ま
れ
る
団
体

申
込
締
切　

２
月
28
日
（
月
）

　

申
込
書
提
出
後
、
定
期
使
用
団

体
説
明
会
の
案
内
を
お
渡
し
し
ま

す
。
申
込
書
は
市
教
育
総
務
課
に

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
教
育
総
務
課

総
務
係

　

平
成
23
年
度
の
人
吉
市
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
輸
送
業
務
等
委
託
へ

の
入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
事
業

所
は
、
期
限
ま
で
に
指
名
願
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

業
務
内
容　

給
食
輸
送
、
残
菜
処

理
、
環
境
美
化
な
ど

業
務
委
託
期
間　

４
月
上
旬
か
ら

平
成
24
年
３
月
下
旬
ま
で（
予
定
）

指
名
願
提
出
先　

市
契
約
管
財
課

提
出
期
限　

２
月
14
日
（
月
）

問
合
せ　

人
吉
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
（
☎
㉓
５
０
５
２
）

　

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、ひ
き
こ
も
り
・

ニ
ー
ト
な
ど
の
「
働
き
た
く
て
も

働
け
な
い
」
若
者
や
高
校
中
退
な

ど
の
若
者
を
支
援
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
就

労
・
就
学
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

２
月
10
日
（
木
）

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

球
磨
地
域
振
興
局
大
会
議

室対
象
者　

ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
、

高
校
中
退
な
ど
の
就
労
・
就
学
に

悩
む
若
者
や
、
そ
の
ご
家
族
、
一

般
企
業
、
各
種
団
体
、
そ
の
ほ
か

関
係
が
あ
る
方

定
員　

50
人

参
加
料　

無
料

問
合
せ　

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０
９
６‒

３
６
５‒

０
１
１
７
）

ひ
と
よ
し
有
機
農
業
講
座

人
吉
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

輸
送
業
務
等
委
託
入
札

若
年
者
就
労
・
就
学
支
援

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

労
働
契
約
解
説
セ
ミ
ナ
ー

　

労
働
者
と
使
用
者
を
つ
な
ぐ

ル
ー
ル
で
あ
る
労
働
契
約
に
つ
い

て
、
法
律
な
ど
重
要
な
ル
ー
ル
を

分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

２
月
17
日
（
木
）

時
間  

第
１
回
：
受
付
＝
午
後
２
時
〜
、

開
始
＝
午
後
２
時
30
分
〜

第
２
回
：
受
付
＝
午
後
５
時
30
分

〜
、
開
始
＝
午
後
６
時
〜

会
場　

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

（
株
）
熊
本
支
店
（
熊
本
市
新
屋

敷
１‒

14‒

35
）

対
象
者　

就
業
し
て
い
る
方
ま
た

は
今
後
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込
・
問
合
せ　

労
働
契
約
解

説
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局
（
☎
③

３
２
１
２‒

５
２
７
１
）

Ｅ
メ
ー
ル

rk2010.sem
inar@

tokiorisk.
co.jp

番
号
、
年
齢
、
歩
く
コ
ー
ス
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
保
健
セ

ン
タ
ー
健
康
増
進
係
（
☎
㉔

８
０
１
０
）

日
程　
２
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

入
場
料　

無
料

内
容　

【
26
日
（
土
）】

★
読
書
感
想
画
展
示
・
本
の
交
換
会

＝
展
示
場
（
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）

★
九
州
相
良
む
か
し
が
た
り
原
画

展
と
し
か
け
絵
本
＝
第
５
会
議
室

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

図
書
館
ま
つ
り

★
ア
ニ
メ
映
画
上
映
＝
第
３
会
議

室
（
午
前
10
時
〜
、午
後
２
時
〜
）

【
27
日
（
日
）】

★
読
書
感
想
画
展
示
＝
展
示
場

（
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
）

★
本
の
交
換
会
＝
展
示
場
（
午
前

９
時
〜
午
後
２
時
）

★
九
州
相
良
む
か
し
が
た
り
原
画

展
と
し
か
け
絵
本
＝
第
５
会
議
室

（
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
）

★
ア
ニ
メ
映
画
上
映
＝
第
３
会
議

室
（
午
前
10
時
〜
）

★
読
書
感
想
画
表
彰
式
＝
展
示
場

（
午
後
１
時
〜
）

★
人
形
劇
「
ね
ず
み
の
嫁
入
り
」

＝
第
２
会
議
室
（
午
後
１
時
30
分

〜
）

★
講
演
会
＝
第
３
会
議
室
（
午
後

２
時
30
分
〜
）、
演
題
＝
「
子
ど

も
の
心
を
育
て
る
命
あ
る
こ
と
ば
」

‒

昔
ば
な
し
や
絵
本
が
も
た
ら
す

も
の‒

、
講
師
＝
高
野 

和
佳
子
さ

ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
支
援

ワ
ー
カ
ー
ズ
ぺ
ぺ
ぺ
ぺ
ら
ん
）

問
合
せ　

市
図
書
館

　
　
　
　
（
☎
㉔
３
５
１
８
）

税
・
料
金

確
定
申
告
は
お
早
め
に

　

平
成
22
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
期
間
は
２
月
16
日
（
水
）
か
ら

３
月
15
日
（
火
）
ま
で
で
す
。
確

健　
　

康

献
血
の
お
願
い

◇
２
月
16
日
（
水
）

　
【
ゆ
め
マ
ー
ト
人
吉
店
】

　

・
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

☎
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報
☎

☎
０
９
６‒

３
８
５‒

３
３
０
０

　

曜
日
ご
と
に
日
替
わ
り
で
、
同

じ
内
容
の
テ
ー
プ
が
聞
け
ま
す
。

時
間　

朝
９
時
〜
翌
朝
９
時

主
催　

熊
本
県
保
険
医
協
会

（
☎
０
９
６‒

３
８
５‒

３
３
３
０
）

２
月
の
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
月
曜
日
＝
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

▼
火
曜
日
＝
乳
幼
児
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症

▼
水
曜
日
＝
怖
い
目
の
成
人
病
・

正
常
眼
圧
緑
内
障
に
つ
い
て

▼
木
曜
日
＝
電
動
歯
ブ
ラ
シ
に
つ

い
て

▼
金
曜
日
＝
口
の
乾
き
で
困
っ
て

ま
せ
ん
か

▼
土
・
日
曜
日
＝
子
ど
も
の
咳せ

き

が

続
く
時

定
申
告
が
必
要
な
方
は
期
限
内
の

申
告
と
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
期
限
が
近
づ
く
と
申
告
会

場
は
大
変
混
雑
し
、
手
続
き
に
時

間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画

面
案
内
に
よ
り
金
額
な
ど
を
入
力

す
る
こ
と
で
確
定
申
告
書
な
ど
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
作

成
し
た
確
定
申
告
書
は
郵
送
で
も

提
出
で
き
ま
す
）

　

ま
た
、電
子
申
告（
ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
）

で
贈
与
税
を
除
く
申
告
な
ど
も
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

人
吉
税
務
署
（
☎
㉓

２
３
１
１
）

　

・
午
後
０
時
30
分
〜
４
時

◇
２
月
17
日
（
木
）

　
【
人
吉
市
役
所
】

　

・
午
前
９
時
〜
正
午

　

・
午
後
１
時
〜
４
時

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係
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第３分団第１部
分列行進「かしら、右！」

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２‒２１１１内線1215・1216

Consumption life center

問 市地域生活課危機管理係（☎㉒２１１１内線２１１２ 消防団担当者）まで

市社会教育課市社会教育課

詳細は市ホームページから

み
ぢ
か
な
こ
と
か
ら
エ
コ
講
座

市
環
境
課

検 索ラッソ

よ
か
ば
い
！

こ
の
本

こ
の
本

市図書館
（☎㉔３５１8）

＊
２
月
の
休
館
日
は
、
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

で
す
。

《児童》
あかちゃんがやってくる

島
根
県
中
、
く
ま
な
く
児
童
書
の
注
文
を
取
っ
て
本

を
届
け
る
本
屋
さ
ん
に
「
翻
訳
の
素
晴
ら
し
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
を
受
け
た
著

者
が
、
言
葉
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
授
業
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

も
う
す
ぐ
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
る
ぼ
く
は
、
ど
ん
な
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
く
る
の
か
、
な
ま
え
は
、
い
っ

し
ょ
に
遊
べ
る
か
、
大
き
く
な
っ
た
ら
ど
ん
な
ひ
と

に
な
る
の
か
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
生
ま

れ
て
く
る
日
を
ま
っ
て
い
ま
す
。

《一般》日本語ほど面
白いものはないー邑

おおち

智小
学校6年 1組特別授業ー

柳
やな せ

瀬 尚
なお き

紀 著

ジョン・バーニンガム 作
ヘレン・オクセンバリー 絵
谷
たにがわ

川 俊
しゅんたろう

太郎 訳

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
が
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
ゴ
ル
フ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

な
ど
14
の
教
室
が
あ
り
、
２
３
５
人
の
会
員
が
ほ
ぼ
毎

日
何
か
の
教
室
に
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
ク
ラ
ブ

の
行
事
を
考
え
る
人
」「
実
際
に
指
導
を
す
る
人
」「
家

族
を
送
迎
す
る
人
」「
教
室
を
見
る
だ
け
の
人
」
そ
し

て
「
習
う
人
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
ひ
と
」
が
い
ま
す
。

　

県
内
の
あ
る
ク
ラ
ブ
で
は
ク
ラ
ブ
の
行
事
で
「
漬
物
」

と
「
お
茶
」
を
振
る
舞
う
だ
け
の
方
が
い
て
、
そ
の
理
由

は
「
自
分
が
好
き
で
し
て
い
る
だ
け
」
と
の
こ
と
。
そ
の

方
の
お
か
げ
で
ク
ラ
ブ
は
い
つ
も
和
や
か
だ
そ
う
で
す
。

　
「
孫
が
教
室
に
参
加
し
て
い
る
の
で
応
援
す
る
だ
け
」

「
妻
が
指
導
者
を
し
て
い
る
の
で
車
で
送
迎
す
る
だ
け
」

「
指
導
者
の
手
が
足
り
な
い
と
き
準
備
の
手
伝
い
を
す
る

だ
け
」
な
ど
身
近
な
こ
と
で
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。「
〜
だ
け
」の
お
手
伝
い
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
は
単
に
教
え
る
・
習
う
関
係
だ
け
で
は

な
く
「
何
か
（
誰
か
）
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
引
き
出
せ
る「
場
」で
も
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
総
合
型
ク
ラ
ブ
）「
カ

ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
」
の
お
知
ら
せ
窓
口
で
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
」
は
「
樫
（
か
し
）」

「
ラ
ッ
ソ
」
は
「
絆
（
き
ず
な
）」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
楽
し
み
、

「
ひ
と
づ
く
り
」・「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と

を
ク
ラ
ブ
の
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
「
ク
ラ
ブ
の
お
手
伝
い
」
で
す
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自
転
車
通
勤
の
ス
ス
メ

★１月の★１月の
新刊から★新刊から★

賃
貸
住
宅
の
原
状
回
復
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

　

引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
て
、
全
国

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
賃
貸
住
宅
退
去
時
の「
原
状
回
復
」

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

【
借
主
の
原
状
回
復
義
務
の
考
え
方
】

　

借
主
が
居
住
・
使
用
す
る
こ
と
で
発
生

し
た
建
物
価
値
の
減
少
の
う
ち
、
借
主
の

責
任
に
よ
る
損
耗
や
、
そ
の
他
通
常
の
使

用
を
超
え
る
よ
う
な
使
用
に
よ
る
損
耗
は

復
旧
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
通
常
の
損
耗
＝
日
照
な
ど
の
自
然
現
象

（
自
然
損
耗
）な
ど
に
よ
る
畳
、ク
ロ
ス
、

床
材
の
変
色
や
設
備
機
器
の
通
常
使
用

で
の
故
障
な
ど

②
通
常
の
使
用
に
よ
る
損
耗
＝
電
気
製
品

に
よ
る
電
気
や
け
、
家
具
の
設
置
跡
な

ど
※
「
台
所
の
油
汚
れ
」
の
例
で
は　

使
用

後
の
手
入
れ
が
悪
く
、
換
気
扇
や
壁
の
ク

団員の所属事業所
五晃工業

人吉共栄（株）
（有）尾方電装
公立多良木病院

永村ブルドーザ（有）
川口建築
人吉市役所
協和化工（有）

（有）太陽住宅設備
人吉市水道局

南九州コカコーラボトリング（株）
ひとよし内科医院
くま川下り（株）
球磨村森林組合

第
２
方
面
隊
第
３
分
団
第
１
部　
　

（
管
轄
：
上
林
町
・
中
林
町
・
下
林
町
・
温
泉
町
）

　

第
３
分
団
第
１
部
は
現
在
18
人
。
上
は
44

歳
か
ら
下
は
22
歳
ま
で
で
平
均
年
齢
32
歳
で

す
。
以
前
に
比
べ
て
自
営
業
者
が
減
り
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
増
え
ま
し
た
。
参
集
率
を
保
つ

の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
族
や
勤

務
先
な
ど
周
囲
の
理
解
も
あ
り
、
皆
と
て
も

熱
心
に
消
防
団
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
特

に
年
末
警
戒
や
出
初
式
は
一
致
団
結
し
、
全

員
参
加
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
内
・
後

援
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
と
て
も
強
力
で

す
。
管
轄
区
域
は
比
較
的
低
地
に
あ
り
、
球

磨
川
、
万
江
川
、
出
水
川
、
福
川
が
流
れ
て

い
る
た
め
、
出
水
期
は
警
戒
な
ど
緊
張
の

日
々
が
続
き
ま
す
。
過
去
に
大
き
な
被
害
を

受
け
た
地
域
で
あ
り
、
洪
水
は
も
ち
ろ
ん
内

水
被
害
な
ど
の
水
防
対
策
に
万
全
を
期
す
た

め
、
早
く
か
ら
区
域
の
点
検
を
行
っ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
町
内
の
方
と
一
緒
に
ま
ち
歩

き
を
行
い
、
危
険
個
所
や
避
難
の
と
き
の
注

意
点
な
ど
を
確
認
し
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
で
、
わ
が
部
で
は
め
で
た
い
こ
と
に

近
年
結
婚
や
出
産
が
相
次
い
で
お
り
、
お
か

げ
で
独
身
率
が
一
気
に
下
が
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
ま
だ
ま
だ
イ
キ
の
い
い
者
か
ら
味
わ
い
が

あ
る
者
ま
で
、
明
る
く
楽
し
く
、
そ
れ
で
い

て
正
義
感
に
燃
え
る
ア
ツ
い
男
た
ち
が
い
ま
す
。

「
派
手
さ
は
な
い
け
ど
ま
と
ま
り
が
抜
群
に

い
い
」
の
が
ウ
チ
の
自
慢
。「
新
入
団
員
も
欲

し
い
け
ど
花
嫁
は
も
っ
と
欲
し
い
」
と
い
う
の

が
部
長
の
本
音
（
笑
）。
こ
ん
な
ボ
ク
た
ち
で

す
が
、
仲
間
に
入
り
た
い
と
い
う
方
は
毎
月

１
日
夜
、
ヤ
マ
ダ
電
機
前
の
詰
所
を
こ
っ
そ
り

の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ロ
ス
な
ど
に
ス
ス
や
油
が
付
着
し
て
い
る

場
合
は
、
通
常
の
使
用
を
超
え
る
も
の
と

判
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

【
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
】

①
入
居
時
は
も
ち
ろ
ん
退
去
時
も
、
室
内

の
汚
れ
や
キ
ズ
な
ど
具
体
的
な
状
況
に

つ
い
て
家
主
と
立
会
確
認
の
う
え
、
写

真
を
撮
る
な
ど
記
録
を
残
し
て
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
作
っ
て
お
く
。

②
重
要
事
項
説
明
時
に
は
、
設
備
、
契
約

内
容
や
特
に
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い

退
去
時
の
原
状
回
復
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
十
分
理
解
・
納
得
し
て
か
ら
契

約
す
る
。

③
家
賃
の
ほ
か
に
支
払
い
が
必
要
に
な
る

共
益
費
、
保
険
料
、
礼
金
、
保
証
金
な

ど
の
金
額
を
確
認
。
ま
た
、
中
途
解
約

時
の
退
去
予
告
期
間
や
金
銭
負
担
の
有

無
を
契
約
時
に
確
認
し
て
お
く
。

※
詳
し
く
は
、
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
早
い
も
の
で
１
か
月
が
た
ち

ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
今
年
の
新
た
な
目
標
を
立
て
ら

れ
た
で
し
ょ
う
か
？
普
段
、
自
家
用
車
で
通
勤
さ
れ

る
方
へ
お
勧
め
し
ま
す
。
今
年
は
ぜ
ひ
環
境
に
や
さ

し
く
、
健
康
や
節
約
に
も
つ
な
が
る
自
転
車
通
勤
を

は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

◇
自
転
車
通
勤
の
メ
リ
ッ
ト

①
燃
料
不
要
で
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
の
た
め
環
境
に

や
さ
し
い
。

②
歩
く
よ
り
速
く
、
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
使
え

る
の
で
三
日
坊
主
に
な
り
に
く
い
。

③
無
理
の
な
い
適
度
な
運
動
で
、
健
康
づ
く
り
や
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
効
果
が
あ
る
。

④
燃
料
代
が
い
ら
ず
、
維
持
管
理
費
も
あ
ま
り
か
か

ら
な
い
た
め
節
約
に
な
る
。

⑤
朝
の
ひ
と
運
動
で
体
が
目
覚
め
、
直
ち
に
仕
事
に

取
り
か
か
れ
る
。

⑥
自
動
車
で
は
見
過
ご
し
が
ち
な
普
段
と
違
っ
た
景

色
が
楽
し
め
る
。

⑦
駐
車
場
探
し
に
困
ら
な
い
。

◇
こ
ん
な
と
き
は
ご
注
意
！

①
天
気
や
体
調
が
悪
い
と
き
や
通
勤
距
離
が
長
い
方

は
、
無
理
を
せ
ず
ほ
か
の
交
通
手
段
で
通
勤
し
ま

し
ょ
う
。

②
自
転
車
も
道
路
交
通
法
の
適
用
を
受
け
ま
す
。
安

全
運
転
を
心
が
け
、
酒
気
帯
び
運
転
な
ど
を
し
な

い
よ
う
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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　向う三軒両隣の復興による地域福祉の推進を目指し
た、市の地域福祉計画と市社会福祉協議会の地域福祉
活動計画が策定されました。そこで、地域再生をテー
マにした地域福祉推進大会を開催します。市の福祉の
現状や今後の取り組みをお知らせするほか、講師に地
域再生の先進地である鹿児島県鹿屋市「やねだん」会
長の豊重哲郎氏をお迎えした講演会も開催します。ご
近所お誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

平成23年度　趣味の講座　募集講座名と新規募集人数
講座名 講師名 定員数 講座名 講師名 定員数

将 棋 地下　清 ２０人 囲 碁 小代　和男 ３０人
絵 画 宮村　宏 ２０人 陶 芸 犬童　又郎 ３０人
パ ッ チ ワ ー ク 入船　さよ子 ２０人 人 形 づ く り 濱田　優子 １５人
書 道 西田　正伸 ２０人 三 味 線 簑田　よし子 １５人
民 謡 舞 踊 山下　和子 ２０人 社 交 ダ ン ス 岳野　さゆり ３０人

※民謡舞踊は気軽な服装で参加できます ※社交ダンスは男女各15人
ち り め ん 細 工 鮫島　淳子 ２０人 トールペイント 上村　由美 １５人

受講資格　市内在住でおおむね 60歳以上の方（初心者に限る）
申込方法　電話、または「老人趣味の家」にある申込書に必要事項を記入し申し込んでください。
募集締切　３月 25日（金）※新規応募者（初心者）が極端に少ない場合は、講座を中止する場合があります。また、
　　　　　新規応募者が定員を超えた場合は抽選で決定しますが、定員に満たない場合は平成 22年度の受講生も応
　　　　　募可能です。
申込・問合せ　老人趣味の家（人吉市寺町 21☎２３－３９２７）

平成23年度 趣味の講座 受講生募集

第１部　①地域福祉計画と地域福祉活動計画の内容説明
　　　　②市の福祉の現状報告
第２部　基調講演　
　　　　演題＝「やねだん　行政にたよらない感動の村おこし」
　　　　講師＝豊重 哲郎氏
　　　　　　　（鹿児島県鹿屋市柳谷町内会長、地域活性化伝道師）
入場料　無料
問合せ　市福祉課福祉政策係（☎２２‒２１１１内線１１４１）
　　　　市社会福祉協議会（☎２４‒９１９２）

【プロフィール】
とよしげ・てつろう
昭和16年生まれ
昭和35年　県立串良商業高校卒業。
　　　　 　東京都民銀行入社
昭和46年　U ターン
平成 8 年　村づくり活性化アドバイザー
　　　　　 柳谷自治公民館長就任

（現在に至る）

２月23日水
午後１時30分～４時
カルチャーパレス小ホール

地域再生　―向こう三軒
両隣からの福祉のまちづ

くり―

　人はだれでも、さまざまな出来事をきっかけに気持ちが落ち込んだり、憂うつな気分になったりすることがありま
す。それは原因が解決したり気分転換をすることや、時間が過ぎることで自然に回復します。
　ところが原因が解決しても回復せず、強い憂うつ感が長く続いて普段通りの生活を送ることが難しくなったり、思
い当たる原因がないのにそのような状態になることも。これがうつ病です。
　特に原因が見つからない場合もありますが、多くの場合、過剰なストレスによる疲労が蓄積して発症するといわれ
ています。ストレスをできるだけためずに、自分なりに上手に解消するポイントを身につけましょう。

心 のＳＯＳシグナル！ はじめよう心の健康づくり

＊ポイント１　

【自分なりのリラックス方法を身につける】
寝る前の入浴や心身に
心地よさを与えてくれ
る音楽鑑賞、散歩、好
きな香りをかぐなど自
分がリラックスできる
方法を身につけましょ
う。

＊ポイント２　【十分な休息をとる】
いつも体や頭を使い続
けていると疲れ果ててし
まいます。特に睡眠不
足は肉体疲労だけでな
く精神への影響も大き
く、ストレスの増加につ
ながります。十分な睡
眠を心がけましょう。

＊ポイント３　

【優先順位をつけて、できることからやる】

「あれもこれもする」「今日中に全部やってしまう」
など無理をせず、できたことを「よくやれた」と考
えるようにしましょう。また一人でできないときは
身近な人のサポートを受けることも重要です。

＊ポイント４

【適度な運動とバランスのとれた食生活】
無理のない継続して
できる運動に取り組
み、栄養バランスを
考えた食事を３食決
まった時間にとるこ
とで生活に自然なリ
ズムが生まれます。

＊ポイント５　【笑顔あふれる生活を送る】
笑いには心の緊張
をほぐす働きがあ
ります。ぜひ周
りの人と笑ってお
しゃべりをした
り、テレビのお笑
い番組を見るなど
笑いの効果を取り
入れましょう。

＊ポイント６　

【「もしかして」と思ったら早めの相談】
早めに対処するほど治りや
すいのは心も体も同じで
す。気になる症状を少しで
も感じたら、専門の医療機
関などに相談しましょう。
また、保健所や保健セン
ターにも相談窓口がありま
す。

問合せ　市保健センター健康増進係（☎２２－２１１１内線６２２１、６２２２）

趣味の充実で生きがいある暮らしに
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カ
シ
ャッ◎あて先

〒868‒8601
人吉市麓町16番地
秘書課広報広聴係　　まで
　

※住所、氏名（ペンネーム可）、年齢、

性別を記入してください。

※P15のポストカードをご利用下さい。

　

厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
す
ね
。
風

邪
を
召
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
、
ど
う

ぞ
温
か
く
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

今
、
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
「
伊
達
直

人
」
名
で
、
全
国
の
児
童
養
護
施
設

に
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
が
届
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
や
は
り
心
温
ま
る
話
題
は

こ
の
寒
空
に
大
変
あ
り
が
た
い
も
の
で

す
。
こ
の
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
善
意
が
、

タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
運
動
と
な
っ
て
日
本

に
、
世
界
に
広
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

ず
い
ぶ
ん
前
に
「
一
日
一
善
」
と
い

う
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
よ
く
流
れ
て
い
ま

し
た
。
私
も
「
何
か
一
日
ひ
と
つ
は
良

い
こ
と
を
し
よ
う
」
と
思
っ
た
も
の

で
す
が
茶
飯
事
に
追
わ
れ
、
つ
い
つ
い

忘
れ
が
ち
に
過
ご
し
て
き
た
こ
と
を

反
省
し
て
い
ま
す
。
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク

に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、
周
り
の
人
に

笑
顔
あ
い
さ
つ
や
温
か
い
言
葉
を
か
け

る
と
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い
を

す
る
。
ま
た
、
逆
に
し
て
い
た
だ
い
た

と
き
に
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

感
謝
の
言
葉
も
忘
れ
ず
に
、
行
動
を

起
こ
さ
な
け
れ
ば
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。
ヤ
リ
マ
ッ
シ
ョ
イ
！

　

そ
う
い
え
ば
一
日
百
善
の
人
、
鹿

児
島
県
鹿
屋
市
の
通
称
「
や
ね
だ
ん
」

の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
豊
重
哲
郎
さ
ん

が
、
２
月
23
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
実
践
活

動
の
報
告
を
さ
れ
ま
す
。
こ
の
お
方

は
、
世
の
た
め
人
の
た
め
、
ま
ち
の

幸
せ
を
願
い
行
動
さ
れ
て
い
る
「
本

物
の
人
」
で
す
。
入
場
無
料
。
笑
い

と
涙
と
感
動
付
き
で
す
。
心
を
温
め

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

実
は
突
然
で
す
が
、
人
吉

に
移
り
住
ん
で
早
く
も

今
年
で
８
年
目
。
い
ろ
い
ろ
地

域
の
こ
と
を
知
る
機
会
が
増

え
、
す
ご
く
い
い
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
宮
崎

県
の
出
身
で
熊
本
に
関
し
て
何

も
知
ら
な
か
っ
た
私
で
す
。
人

吉
に
住
ん
で
み
て
す
ご
く
い
い

と
こ
ろ
と
思
い
、
最
近
人
吉

か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
人
吉
知
っ
た
ら
離
れ
ら
れ

ん
よ
っ
て
本
当
だ
ね
、
人
吉
よ

い
と
こ
一
度
は
お
い
で
っ
て
感

じ
で
す
。

人
吉
大
好
き
さ
ん
（
人
吉
市
）

●

　

転
入
者
の
方
が
人
吉
に
愛
着

を
お
持
ち
い
た
だ
い
て
い
る
、

う
れ
し
い
お
た
よ
り
で
す
。

広
報
で
児
童
手
当
振
り
込

み
の
記
事
を
読
み
、
テ

レ
ビ
で
は
３
歳
未
満
の
子
ど
も

に
２
万
円
の
支
給
と
放
送
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
私
は
現
在
、

母
の
介
護
で
会
社
も
辞
め
無
収

入
の
状
態
で
、
母
の
年
金
と
わ

ず
か
ば
か
り
の
兄
弟
か
ら
の
援

助
で
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
を
し
て

お
り
ま
す
。
高
い
年
金
も
国
保

も
払
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
確
か
に
将
来
の
担
い
手

と
な
る
子
ど
も
た
ち
に
子
ど
も

手
当
も
必
要
と
思
い
ま
す
。
で

も
私
た
ち
も
親
た
ち
も
今
ま
で

担
っ
て
き
た
の
で
す
。
高
齢
だ

か
ら
、
担
い
手
に
な
ら
な
い
か

ら
死
ぬ
の
を
待
つ
ば
か
り
の
よ

う
に
思
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
親
で
す
か
ら
、
母
の
命

が
あ
る
限
り
介
護
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
で
も
生
活

が
苦
し
い
の
で
す
。
お
金
が
な
い

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
不
安

で
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
子

ど
も
手
当
ば
か
り
な
の
で
し
ょ

う
か
。
介
護
手
当
を
く
だ
さ
い

と
は
言
い
ま
せ
ん
。
無
収
入
で

在
宅
介
護
を
し
て
い
る
悲
惨
な

状
況
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
あ

り
ま
す
か
。
必
死
に
生
き
て
い

る
私
た
ち
に
も
あ
た
た
か
い
目

を
向
け
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。

　

介
護
応
援
団
さ
ん（
人
吉
市
）

●

　

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

様
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら

の

お
た
よ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

医療のお話し

今月のドクター
人吉市医師会 理事　友永 和宏

　

あ
る
寒
い
日
。
手
作
り
タ

コ
を
あ
げ
に
ふ
る
さ
と
歴
史

の
広
場
に
や
っ
て
来
た
子
ど

も
た
ち
。
高
く
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
た
か
な
？

今月のナイスショット！

　

私
が
人
吉
で
診
療
を
始
め
て
今

年
で
19
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
患

者
さ
ん
の
求
め
に
よ
る
夜
間
・
休

日
の
救
急
患
者
の
診
察
も
同
じ
く

19
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
中

で
皆
さ
ん
に
知
っ
て
お
い
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
を
お
話
し
し
ま

す
。

　

記
録
が
残
っ
て
い
る
16
年
２
か

月
の
間
に
、
私
の
病
院
を
夜
間
・

休
日
に
受
診
さ
れ
た
患
者
さ
ん
は

延
べ
１
６
，
５
１
０
人
で
、
年
間

に
す
る
と
約
１
，
０
１
９
人
、
１

日
に
換
算
す
る
と
約
３
人
に
な
り

ま
す
。
一
番
多
か
っ
た
疾
患
は
耳

疾
患
で
全
体
の
54
％
、
次
に
鼻
疾

患
と
咽
喉
頭
疾
患
が
そ
れ
ぞ
れ

20
％
、
そ
の
他
が
６
％
で
し
た
。

　

鼻
疾
患
の
う
ち
最
も
多
い
も
の

は
鼻
出
血
で
鼻
疾
患
の
46
％
を
占

め
、
次
に
慢
性
副
鼻び
く
う腔
炎
（
い
わ

ゆ
る
蓄ち

く
の
う
し
ょ
う

膿
症
）
の
急
性
増
悪
症
が

26
％
、
鼻
ア
レ
ル
ギ
ー
・
鼻
腔
異

物
の
８
％
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
生
命
予
後
に

関
係
す
る
鼻
出
血
と
慢
性
副
鼻
腔

炎
の
急
性
増
悪
症
、
鼻
腔
異
物
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
《
鼻
出
血
》
の
原
因
に
は
、
外

的
因
子
（
外
傷
、
炎
症
、
ア
レ
ル

ギ
ー
、
異
物
、
抗
凝
固
薬
）
と
内

的
因
子
（
腫
瘍
、
高
血
圧
、
血
液

疾
患
、
肝
疾
患
、
血
管
病
変
）
が

あ
り
ま
す
。

　

近
年
は
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
も
増

加
し
、
高
血
圧
症
と
の
合
併
や
抗

凝
固
薬
を
使
用
し
て
い
る
患
者
も

多
い
た
め
、
止
血
が
困
難
な
場
合

も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

出
血
部
位
の
多
く
は
鼻
腔
前
方

か
ら
の
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す

が
、
後
方
か
ら
の
出
血
は
、
さ
ら

に
止
血
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
出

血
し
た
場
合
は
、
両
方
の
小
鼻
の

部
分
を
親
指
と
人
差
し
指
で
強
く

つ
ま
み
止
血
を
試
み
ま
す
。
出
血

が
少
量
の
場
合
は
10
〜
20
分
程
度

で
出
血
は
止
ま
り
ま
す
。
こ
の
処

置
の
後
も
出
血
が
止
ま
ら
な
い
と

き
や
、
の
ど
に
血
液
が
流
れ
込
む

と
き
は
、
す
ぐ
に
耳
鼻
咽
喉
科
や

救
急
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
の
ど
に
流
れ
込
ん
だ
血

液
は
吐
き
出
し
て
飲
み
込
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。
血
液
を
飲
み
込
む

と
、
後
で
嘔お
う
と吐
し
て
吐
物
を
誤ご

え
ん嚥

（
本
来
は
食
道
を
通
っ
て
胃
の
中

に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

が
、誤
っ
て
気
管
内
に
入
る
）
し
、

窒
息
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と

き
は
座
位
で
止
血
を
試
み
、
意
識

が
も
う
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き

は
、
出
血
側
を
下
に
側そ

く
が
い

臥
位
（
横

を
向
い
て
寝
る
）
の
状
態
で
病
院

へ
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

知
っ
て
お
き
た
い
鼻
の
話

（
市
市
民
課
く
ら
し
安
心
相
談

係
か
ら
お
答
え
し
ま
す
）

　

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

現
在
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

方
の
介
護
は
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
だ

け
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
の

で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
支
え

あ
い
助
け
合
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
い
ろ
ん
な
悩
み
や
困
り
ご

と
が
お
あ
り
の
と
き
は
、
市
民

課
く
ら
し
安
心
相
談
係
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
一
緒
に

解
決
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

市長の部屋

ひと好し ちょっといい話
「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

　
《
慢
性
副
鼻
腔
炎
の
急
性
増
悪

症
》
で
注
意
す
る
こ
と
は
合
併
症

で
す
。
副
鼻
腔
の
炎
症
（
化
膿
）

が
眼が
ん
か
な
い

窩
内
や
頭
蓋
内
に
波
及
す
る

と
、
失
明
や
死
亡
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

眼
部
の
痛
み
と
と
も
に
霧
視

（
霧
が
か
か
っ
た
よ
う
に
も
の
が

見
え
る
）
が
起
き
た
場
合
や
、
吐

き
気
、
嘔
吐
、
頭
痛
が
あ
る
と
き

は
、
至
急
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医
の

診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
《
鼻
腔
異
物
》
は
鼻
の
中
に
異

物
が
入
っ
た
状
態
で
、
異
物
の
種

類
と
し
て
は
豆
類
、お
も
ち
ゃ
類
、

ビ
ー
ズ
、
パ
チ
ン
コ
玉
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
異
物
が
入
っ
た
こ
と
を
周
囲

の
人
が
目
撃
し
て
い
な
い
場
合
は

「
鼻
づ
ま
り
や
鼻
汁
が
多
く
な
っ

た
」「
鼻
が
に
お
う
」
な
ど
の
症

状
で
気
付
か
れ
ま
す
。

　

鼻
腔
か
ら
気
管
な
ど
に
異
物
が

移
動
す
る
と
命
に
か
か
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
耳
鼻

咽
喉
科
専
門
医
の
診
察
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
幼
少
児
の
周

り
に
異
物
の
原
因
に
な
る
も
の
を

放
置
し
な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

【お詫びと訂正】
広報ひとよし1月15日号話題
をおって「鳥獣害対策研修
会」の記事の中で「尚絅大学」
のふりがなに誤りがありまし
た。正しくは「しょうけいだ
いがく」です。訂正してお詫
び申し上げます。
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〒
868-8601　

熊
本
県
人
吉
市
麓
町
16
番
地

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

city.hitoyoshi.lg.jp
☎
（
0966）

22-2111　
℻
  （
0966）

24-7869 保育園幼年消防クラブによ
る防火の誓い。今年は泉田
保育園の上村脩

しゅうた

太くん。「絶
対に火遊びはしません」と
元気よく宣誓してくれまし
た。

出初式
（１/9・ふるさと歴史の広場）

広
報
ひ
と
よ
し
　
平
成
23
年
２
月
号
　
第
９
３
１
号

編
集
後
記

　

寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

ね
。朝
布
団
か
ら
出
ら
れ
ず
、

バ
タ
バ
タ
と
準
備
し
て
い
ま

す
（
汗
）。
ま
た
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
も
流
行
っ
て
い
る

よ
う
な
の
で
、
皆
さ
ん
も
温

か
く
し
て
風
邪
を
引
か
な
い

よ
う
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

ね
。

　

こ
こ
最
近
あ
ま
り
の
寒
さ

に
、
わ
が
家
の
愛
猫
は
ス

ト
ー
ブ
の
前
か
ら
離
れ
ま
せ

ん
。
わ
た
し
も
コ
タ
ツ
か
ら

離
れ
ら
れ
ず
、
ミ
カ
ン
や
ら

ア
イ
ス
や
ら
食
べ
て
し
ま
い

…
。ま
た
、店
頭
に
並
ぶ
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
誘
惑
に
も
負

け
、
正
月
太
り
に
拍
車
を
か

け
て
い
ま
す
。
暖
か
く
な
っ

た
ら
運
動
か
な
…
。 編

集
室
か
ら

　

人
吉
球
磨
地
域
で
は
９
月
か
ら

翌
年
２
月
ご
ろ
ま
で
サ
ト
イ
モ
が

収
穫
さ
れ
、
給
食
で
は
地
元
産
を

使
っ
て
い
ま
す
。
サ
ト
イ
モ
は
中

心
に
大
き
な
親
イ
モ
と
、
そ
れ
を

囲
む
子
イ
モ
、
さ
ら
に
そ
の
周
り

に
孫
イ
モ
が
つ
い
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
古
来
か
ら
子
孫
繁
栄
の
縁

起
の
よ
い
食
品
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

サ
ト
イ
モ
の
主
成
分
は
で
ん
粉

で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
や
カ
リ
ウ
ム
、

食
物
繊
維
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
煮
物
だ
け
で
な
く
、
つ

ぶ
し
て
コ
ロ
ッ
ケ
に
し
た
り
、
ゆ

で
て
サ
ラ
ダ
に
し
て
も
お
い
し
い
の

で
、
い
ろ
ん
な
料
理
に
使
え
ま
す
。

　

こ
の
料
理
は
旬
の
サ
ト
イ
モ
を

カ
ラ
ッ
と
揚
げ
て
、
ゴ
マ
を
入
れ

た
甘
辛
い
タ
レ
と
か
ら
め
た
も
の

で
す
。

※
水
上
村
岩
野
小
学
校
の
保
護
者

が
料
理
レ
シ
ピ
に
応
募
さ
れ
た
も

の
で
す
。

サトイモの甘辛煮

〔
ひ
と
よ
し
の
ご
ち
そ
う
〕

①鍋に［A］を入れ、火にかけて混ぜる。② ❶にごまを加える。③サ

トイモは皮をむいて一口大に切り、塩でもんでぬめりをとる。④ ❸に

かたくり粉をまぶし揚げ油で揚げる。⑤ ❹を熱いうちに❷とからめれ

ば出来上がり。

サトイモ（中５個）／かたくり粉（大さじ３）／揚げ油（適量）／ごま（大さじ1）

［A］砂糖（大さじ１）／みりん（大さじ１）／濃口しょうゆ（大さじ２）
／酒（少々）

【材　料】
（4人分）

【作り方】

レシピ

平成 22年 12 月 17 日の
給食メニュー

・五目ごはん
・豚汁
・サトイモの甘辛煮
・ミカン
・牛乳
中学生＝７７０kcal
小学生＝６５６kcal

給食センターでは、普段子
どもたちが食べている給食
の試食ができます。（有料）
詳しくは給食センター
（☎２３‒５０５２）まで


